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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 20日 (2007.3.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 科 成 形 品 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 当 該 方 法 は 下 記 の 工 程 、 す な わ ち 、
　 （ ａ ） 形 成 す べ き 前 記 成 形 品 の モ デ ル （ ２ ） を 製 造 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 実 質 的 に 前 記 モ デ ル （ ２ ） の 形 状 に 対 応 す る 形 状 の 中 空 空 間 （ １ １ ） を も つ 鋳 型
（ １ ０ ） を 製 造 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 中 空 空 間 （ １ １ ） に 硬 化 可 能 な 材 料 を し て 、 鋳 造 物 （ ２ ０ ） を 製
造 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） を 硬 化 さ せ る 工 程 と
　 を 有 し 、
　 前 記 （ ａ ） 工 程 で 製 造 さ れ た モ デ ル （ ２ ） に は 、 前 記 鋳 型 の 製 造 を 考 慮 し て オ フ セ ッ ト
（ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 硬 化 後 、 当 該 硬 化 さ れ た 鋳 造 物 が 材 料 の 除 去 の 作 業 が 行 わ れ て 、
歯 科 成 形 品 が 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 モ デ ル （ ２ ） の 少 な く と も キ ャ ビ テ ィ 側 に 完 全 に オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ）
が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 モ デ ル （ ２ ） の 少 な く と も 咬 合 側 に 完 全 に オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 モ デ ル （ ２ ） の 全 面 に オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る
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　 請 求 項 １ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） の 厚 さ は 、 前 記 製 造 す べ き 成 形 品 の 形 状 に 依 存 す
る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） の 厚 さ は 、 硬 化 可 能 な 材 料 に 依 存 す る こ と を 特 徴
と す る
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 形 成 す べ き 成 形 品 の モ デ ル （ ２ ） は 、 前 記 成 形 品 が 配 置 さ れ る べ き 歯 の 残 根 （ １ ）
の 光 学 的 測 定 に 基 づ い て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） を も つ 前 記 モ デ ル （ ２ ） は 、 ３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ 再 構 成
技 術 に よ っ て 製 造 さ れ 、 歯 の 残 根 （ １ ） の 光 学 的 測 定 に お い て 得 ら れ た デ ー タ が 考 慮 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ７ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 鋳 型 （ １ ０ ） は 、 材 料 除 去 機 械 を 用 い て 少 な く と も １ つ の 鋳 型 材 （ １ ２ ， １ ５ ） を
加 工 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も １ つ の 鋳 型 材 （ １ ２ ， １ ５ ） の 加 工 は 、 特 に ミ ル 加 回 転 、 穴 あ け 、 お よ
び ／ ま た は 研 削 を 用 い て 、 完 全 に 自 動 的 に 遂 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ９ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 材 料 除 去 プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 鋳 型 （ １ ０ ） お よ び 前 記 中 空 空 間 （ １ １ ） の 所 望 の 輪 郭 が
考 慮 さ れ て お り 、 前 記 材 料 除 去 へ の 制 御 コ マ ン ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 材 料 除 去 プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 オ フ セ ッ ト （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 設 け ら れ た 前 記 モ
デ ル （ ２ ） の ３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ 再 構 成 に 基 づ い て 製 造 さ れ る
　 請 求 項 ８ 、 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 鋳 型 （ １ ０ ） の 製 造 と 同 時 に 、 少 な く と も １ つ の （ ２ １ ） が 鋳 型 （ １
２ ， １ ５ ） 内 に 加 工 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ９ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 硬 化 後 に 、 硬 化 し た 鋳 造 物 の 加 工 の た め に 、 硬 化 し た 鋳 造 物

材 料 除 去 機 械 の 工 具 受 け 器 内 に 前 記 鋳 型 と と も に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 鋳 型 （ １ ２ ， １ ５ ） お よ び 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 の た め に 同 じ 機 械 が 使
用 さ れ 、 正 確 に 再 位 置 決 め さ れ た 受 け 器 内 に 前 記 鋳 型 が 再 び さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ９ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 に お い て 、 前 記 鋳 型 材 料 （ １ ３ ， １ ６ ） は 支 持 材 あ る い は マ
ウ ン ト 材 と し て 作 用 す る こ と を 特 徴 と す る
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　 請 求 項 １ ４ あ る い は １ ５ に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 は 少 な く と も ２ つ の 工 程 に お い て 行 わ れ 、 各 工 程 に お い て 、
前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 一 定 の 領 域 が 加 工 さ れ 、 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 既 に 加 工 さ れ た 領 域
が 再 び 埋 め 込 み （ ２ ２ ） 、 特 に ミ リ ン グ ワ ッ ク ス あ る い は 樹 脂 に よ っ て 覆 わ れ る こ と を
特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 は 、 特 に ミ ル 加 工 、 回 転 、 穴 あ け 、 お よ び ／ ま た は 研 削 に よ
っ て 、 完 全 に 自 動 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ４ か ら １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 材 料 除 去 プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） お よ び 製 造 す べ き 前 記 成 形 品 の 輪 郭 が 考 慮
さ れ て お り 、 材 料 除 去 機 械 へ の 制 御 コ マ ン ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 歯 科 成 形 品 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 当 該 方 法 は 下 記 の 工 程 、 す な わ ち 、
　 （ ａ ） 形 成 す べ き 前 記 成 形 品 の モ デ ル （ ２ ） を 製 造 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 実 質 的 に 前 記 モ デ ル （ ２ ） の 形 状 に 対 応 す る 形 状 の 中 空 空 間 （ １ １ ） を も つ 鋳 型
（ １ ０ ） を 製 造 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 中 空 空 間 （ １ １ ） に 硬 化 可 能 な 材 料 を し て 、 鋳 造 物 （ ２ ０ ） を 製
造 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） を 硬 化 さ せ る 工 程 と
　 を 有 し 、
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 硬 化 後 に 、 成 形 品 を 製 造 す る た め に 、 前 記 硬 化 さ れ た 鋳 造 物 （ ２
０ ） は 材 料 除 去 加 工 さ れ る が 、 当 該 加 工 の た め に 、 材 料 除 去
機 械 の 工 具 受 け 器 内 に 前 記 鋳 型 と と も に 前 記 硬 化 さ れ た 鋳 造 物 が 置 か れ る こ と を 特 徴 と す
る
　 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 に お い て 、 前 記 鋳 型 材 料 （ １ ３ ， １ ６ ） は 支 持 材 あ る い は 受
け 材 と し て 作 用 す る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 は 少 な く と も ２ つ の 工 程 に お い て 、 各 工 程 に お い て 、
前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 一 定 の 領 域 が 加 工 さ れ 、 こ こ で 、 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 既 に 加 工 さ
れ た 領 域 が 再 び 埋 め 込 み （ ２ ２ ） 、 特 に ミ リ ン グ ワ ッ ク ス あ る い は 樹 脂 に よ っ て 覆 わ れ
る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ２ １ 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 鋳 造 物 （ ２ ０ ） の 加 工 は 、 特 に ミ ル 加 工 、 回 転 、 穴 あ け 、 お よ び ／ ま た は 研 削 を 用
い て 、 完 全 に 自 動 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 成 形 品 は 、 貴 金 属 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 １ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 成 形 品 は 、 非 鉄 金 属 合 金 、 特 に Ｃ ｏ － Ｃ ｒ － Ｍ ｏ 合 金 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る
　 請 求 項 １ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 。

(3) JP 2006-520229 A5 2007.5.24

塊

歯 科

鋳 型 の 充 填

が さ れ る よ う に 移 し 変 え ず に

行 わ れ

塊



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 歯 科 技 術 に お い て 、 患 者 の 、 審 美 的 、 健 康 へ の 意 識 、 経 済 的 状 況 に よ っ て 、 最
大 限 の 種 類 の 材 料 か ら 歯 の prosthetic provision)が 製 造 さ れ る 。 レ ー ザ 溶 接 、 ガ
ル バ ノ 技 術 の よ う な 新 規 な 製 造 技 術 と 歯 科 Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ ム の た ゆ ま ぬ 進 歩 の 結 果
と し て 、 型 の 貴 金 属 鋳 造 合 金 と 並 ん で 、 チ タ ン 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク ス 、 高 性 能 セ ラ ミ
ッ ク ス あ る い は プ ラ ス テ ィ ッ ク の よ う な 半 製 品 の 材 料 形 態 で あ っ て 新 規 な 生 物 学 的 適 合 性
を も つ 材 料 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 の 貴 金 属 鋳 造 合 金 の 割 合 は 、 固 定 あ る い は 結 合 （ い わ ゆ る ） 歯 科

の 製 造 に お い て 、 依 然 と し て 高 い 。 こ の こ と は 、 貴 金 属 合 金 は 、 患 者 の で の 信
頼 性 、 お よ び 構 造 的 な 配 置 や に 対 す る 耐 性 が 高 い こ と 、 特 に 高 い 生 物 学 的 適 合 性
を 示 す こ と が 何 十 年 に わ た っ て 証 明 さ れ て い る か ら で あ る 。 貴 金 属 合 金 の さ ら な る 利 点 は
、 こ れ ら の 成 形 品 の た め に 、 試 験 に よ り 実 証 さ れ た 範 囲 お よ び 加 工 容 易 な 単 板 セ ラ ミ ッ ク
ス が 容 易 に 入 手 可 能 で あ る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら の 利 点 に 反 し て 歯 科 Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ ム を 用 い た 貴 金 属 歯 科

の 製 造 に お い て 、 必 要 と す る 半 完 成 品 に 仕 入 れ 価 格 お よ び 加 工
消 費 貴 金 属 の 価 格 が か か る 。 こ れ に よ り 、 現 時 点 で の の 水 準 は ９ ０ ％ 以 上 で あ る と

れ る 。 こ の 結 果 、 歯 科 研 究 所 あ る い は 実 用 化 研 究 所 に お い て Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ
ム を 用 い た 貴 金 属 歯 科 の 製 造 の ほ と ん ど の 試 み は 、 価 格 の 理 由 で 失 敗 に 終 わ っ て い
た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ ム を 用 い て 非 鉄 金 属 合 金 の 半 完 成 物 に よ り 歯 科 を 製 造 す る
際 に 、 Ｃ ｏ － Ｃ ｒ － Ｍ ｏ セ ラ ミ ッ ク ス 合 金 の 加 工 性 の 困 難 さ が 問 題 と な る 。 経 済 的 な 非 鉄
金 属 合 金 を 用 い る こ と に よ る 価 格 の 節 約 は 、 高 価 な 加 工 機 械 の 激 し い 磨 耗 と 、 長 い 加 工 時
間 に よ っ て 相 殺 さ れ る 。 長 い 加 工 時 間 は 、 高 い 装 置 の 使 用 時 間 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 貴 金 属 合 金 あ る い は 非 鉄 合 金 を 用 い た 歯 科 の 製 造 に お け る 上 記 し た 問 題 を 回 避 す
る た め の １ つ の 提 案 が 、 い わ ゆ る レ ー ザ 焼 結 で あ る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な 設 備 は 、
数 十 万 ユ ー ロ と い う 巨 大 な 投 資 を 必 要 と し 、 概 し て 歯 科 研 究 所 あ る い は 実 用 化 研 究 所 入
れ る こ と が で き な い 。 さ ら に 、 積 層 化 に よ っ て 成 形 品 を 形 成 す る た め に 、 精 度 の 物 理 的 な
限 界 が あ り 、 そ の 結 果 、 長 く 、 複 雑 な 機 械 的 お よ び 仕 上 げ が 必 要 と な る 。 焼 結
加 工 の た め に 必 要 な 微 細 な 金 属 粉 の 製 造 は 、 こ れ 以 上 に 、 技 術 的 に 非 常 に 複 雑 で あ り 、 特
に 、 貴 金 属 の 場 合 に は 経 済 的 で な い 。 さ ら に 、 歯 科 技 工 士 は 、 の 作 業

な ら ず 、 す な わ ち 、 外 部 の 作 業 場 へ を 渡 さ な け れ ば な ら な い た め 、
待 ち 時 間 が 発 生 し 、 そ の 結 果 と し て 歯 科 技 工 士 は 製 造 の 経 済 的 な 連 鎖 の

こ と と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 貴 金 属 合 金 を 用 い た 歯 科 成 形 品 を 製 造 す る 方 法 は 、 少 な く と も 部 分 的 に Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ
シ ス テ ム の 利 点 を 用 い た も の が 、 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ２ ４ ， ０ ４ ９ 号 か ら 知 ら れ て い る 。 こ
こ で 、 す べ き 成 形 品 の モ デ ル が 製 造 さ れ た 後 に は 、 の 所 定 の 型 枠 （ い わ ゆ る
鋳 型 ） の 中 か ら 、 製 造 す べ き 成 形 品 に 最 も 近 い 構 造 の 鋳 型 が 選 択 さ れ る 。 製 造 す べ き 成 形
品 か ら 逸 脱 し て い る 場 合 に は 、 製 造 す べ き 成 形 品 に 対 応 す る 中 空 空 間 と な る ま で 鋳 型 が 加
工 さ れ る 。 そ れ か ら 、 こ れ に 硬 化 可 能 な 材 料 、 例 え ば 貴 金 属 合 金 が さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ２ ４ ， ０ ４ ９ か ら 知 ら れ て い る 方 法 に よ っ て 、 歯 科 成 形 品 の 製 造 の た
め の が 低 減 が 、 こ の 方 法 は そ の 精 度 に 関 し て 一 定 の 限 界 が あ る こ と が て い
る 。 特 に 、 さ ら に 複 雑 な 表 面 構 造 を も つ 歯 科 成 形 品 を 実 現 す る に 必 要 な 精 度 を 出 す こ と は
困 難 で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は そ れ ゆ え 、 で き る だ け 合 理 化 さ れ た 方 法 に よ り 複 雑 な 構 造 を も つ 歯 科 成 形 品 を
も 製 造 す る 可 能 性 を 示 す と い う 目 的 に 基 づ い て い る 。 特 に 可 能 な 限 り Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ 技 術
の 利 点 を 用 い る こ と が と い う 可 能 性 に 基 づ く べ き で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 は 、 （ ａ ） 形 成 す べ き 成 形 品 の モ デ ル を 製 造 す る 工
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程 と 、 （ ｂ ） 実 質 的 に 前 記 モ デ ル の 形 態 に 対 応 す る 形 態 の 中 空 空 間 を も つ 鋳 型 を 製 造 す る
工 程 と 、 （ ｃ ） 前 記 中 空 空 間 に 硬 化 性 材 料 を さ せ て 、 鋳 造 物 を
製 造 す る 工 程 と 、 （ ｄ ） 前 記 鋳 造 物 を 硬 化 さ せ る 工 程 と を 有 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 変 形 態 様 に お い て 型 の 鋳 造 技 術 を 用 い た 型 の Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ 技 術 の
利 点 に 関 係 ま た は 補 う も の で あ り 、 こ れ に よ り 、 歯 科 研 究 所 お よ び 実 用 化 研 究 所 に お い て
貴 金 属 合 金 あ る い は Ｃ ｏ － Ｃ ｒ － Ｍ ｏ 合 金 の 歯 科 を 高 精 度 に 、 一 部 自 動 的 に 、 そ
し て 経 済 的 に 製 造 す る こ と が で き る 。 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ２ ４ ， ０ ４ ９ 号 で 知 ら れ て い る 方
法 と 比 較 し て 、 鋳 型 の 製 造 方 法 は 簡 素 化 す る 。 そ の 理 由 は 、 オ フ セ ッ ト の 使 用 に よ り 、 製
造 す べ き 成 形 品 の よ り 複 雑 な 表 面 構 造 を 補 正 し て 、 そ の 結 果 、 鋳 型 を 比 較 的 早 く 簡 単 に 製
造 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 公 知 の 方 法 と 比 べ て 、 そ の 後 に 硬 化 し た 鋳 造 物 の 加 工 が
必 要 と な る が 、 こ の 方 法 を 用 い る こ と に よ り 、 最 終 的 に 、 所 望 の 成 形 品 が 非 常 に 高 精 度 に
製 造 さ れ る と い う 利 点 が 提 供 さ れ る 。 そ れ 以 上 に 、 本 発 明 に も と づ く 方 法 に よ れ ば 、 他 の
方 法 で は 難 し い か 実 現 で き な い よ う な 、 成 形 品 の よ り 複 雑 な 表 面 構 造 を 製 造 す る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ ム の 利 点 を 最 大 限 に 使 用 で き る よ う に す る た め 、 本 発 明 に 基 づ く
方 法 、 特 に 好 ま し い 変 形 方 法 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 鋳 型 材 に 対 し て 、 特 に
、 回 転 、 穴 あ け 、 お よ び ／ ま た は 研 削 を 用 い て 、 完 全 に 自 動 的 な 材 料 除 去 加 工 を 施 す こ と
に よ り 、 鋳 型 を 製 造 さ れ る こ と が 提 供 さ れ る 。 材 料 除 去 プ ロ グ ラ ム は 、 鋳 型 の 所 望 の 輪 郭
を 考 慮 し て お り 、 材 料 除 去 装 置 に 対 し て 制 御 コ マ ン ド を 与 え る 。 当 該 プ ロ グ ラ ム は 、 オ フ
セ ッ ト が 設 け ら れ た モ デ ル の ３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ 再 構 成 に 基 づ い て さ れ る 。 さ ら に 、 鋳 型 の
製 造 と 同 時 に 、 少 な く と も １ つ の が 鋳 型 材 に 加 工 さ れ 、 そ の 後 に 、 硬 化 性 材 料 が 当
該 を 通 し て さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 貴 金 属 合 金 あ る い は 非 鉄 合 金 か ら な る 歯 科 成 形 品 を 非 常 に 効 率 的 な 方
法 で 製 造 す る こ と が で き る と と も に 、 成 形 品 の 製 造 に お け る 最 大 限 の 高 精 度 化

。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ １ ０ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 し 、 図 １ １ は 、 歯 科
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鋳 造 物 の 型 の 製 造 方 法 と 、 本 発 明 の 製 造 方 法 の 各 工 程 の 一 覧 を 示 す 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 歯 科 成 形 品 の 製 造 方 法 は 、 型 の 金 鋳 造 物 の 製 造 方 法 に 比 べ て 、 多 く の 加 工
工 程 は 通 常 自 動 的 あ る い は 機 械 に よ り 行 わ れ る の で 、 よ り 明 確 な 工 程 と な る 。 本 発 明 の 利
点 を 明 確 に す る た め 、 個 々 の 金 の の 型 の 製 造 方 法 を 以 下 に 簡 潔 に 述 べ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 事 前 処 理 の 後 、 初 め は 、 ホ イ ル キ ャ ッ プ が 圧 伸 （ deep drawn） さ れ て 、 先 の 加 工 さ れ た
歯 の 残 根 に 歯 の 残 根 を 隔 離 し た 後 、 ホ イ ル キ ャ ッ プ が 固 定 さ れ て 、 製 造 す
べ き 歯 冠 の ワ ッ ク ス モ デ ル が 製 造 さ れ る 。 こ の ワ ッ ク ス モ デ ル に 塗 料 が 塗 ら れ 、 鋳 造 の 準
備 が な さ れ 、 マ ッ フ ル 炉 の 準 備 が な さ れ る 。 、 歯 冠 の ワ ッ ク ス モ
デ ル が 少 量 埋 め 込 ま れ る 。 完 全 に 埋 め 込 ん だ 後 、 マ ッ フ ル 炉 の 洗 浄 お よ び 予 備 加 熱 が 行 わ
れ 、 最 終 的 に 液 状 貴 金 属 合 金 が 注 が れ る 。 鋳 造 物 の 硬 化 後 、 こ れ が 取 り 出 さ れ て 、 鋳 造 未
加 工 品 の 仕 上 げ 洗 浄 が 行 わ れ 、 が 分 離 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 こ の よ う な 方 法 で 製 造 さ れ た 鋳 造 物 片 は ハ ン ド ピ ー ス に よ り 加 工 さ れ て 、 所 望
の 歯 冠 と な る 。 こ の は 、 そ の 後 、 表 面 処 理 の た め に 、 ブ ラ ス ト 処 理 お よ
び 洗 浄 さ れ る 。 歯 の 残 根 の 洗 浄 後 、 そ の は 最 終 的 な 処 理 に 置 か れ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 現 在 ま で に 知 ら れ て い る 方 法 は 、 図 １ １ の 表 に 要 約 し て い る 。 上 記 要 約 か ら わ か る よ う
に 、 型 の 方 法 の 仕 事 の 大 部 分 は 行 わ れ 、 加 工 処 理 の い く つ か は 長 い 時 間 を
要 す る 。 特 に 、 ワ ッ ク ス の 歯 冠 の 造 形 お よ び ハ ン ド ピ ー ス を 用 い た 鋳 造 物 の 加 工 は 比 較 的
に 多 く の 時 間 を 要 す る 。 こ れ に 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 速 度
を か な り 向 上 さ せ る こ と が で き 、 自 動 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 の 初 め は 、 型 の 製 造 方 法 に 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 事 前 処 理 に
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お い て 、 歯 が ま ず 加 工 さ れ る 。 そ し て 、 適 切 な モ ニ タ リ ン グ に よ り 、 加 工 用 の 資 料 、 モ デ
ル 、 マ ー ジ ン な ど が 製 造 さ れ る 。 ま た 、 一 般 的 に 供 給 さ れ る 図 １ に 示 す 歯 の 残 根 １ 、 あ る
い は 同 じ ポ ジ テ ィ ブ モ デ ル が 製 造 さ れ る 。 歯 の 残 根 １ は 、 型 の 等 に よ っ て さ
れ 、 そ の 後 ３ 次 元 光 学 測 定 が 行 わ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 使 用 さ れ る 適 切 な 測 定 装 置 は 、
一 般 的 に 知 れ ら れ て い る Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ シ ス テ ム で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 歯 の 残 根 の ３ 次 元 構 造 に 関 す る 全 て の デ ー タ が 入 手 で き る と す ぐ に 、 Ｐ Ｃ 制 御 さ れ た 、
自 動 表 面 再 構 成 が 行 わ れ 、 最 終 的 に 歯 冠 の を 導 く 。 従 来 の Ｃ Ａ Ｄ － ３ Ｄ 技 術
を 用 い る こ と に よ り 、 数 学 的 に 複 雑 な を 用 い て 表 現 さ れ る 歯 の 残 根 、 い わ ゆ る Ｎ Ｕ
Ｒ Ｂ （ non-uniform rational B splines） 表 面 上 に お け る 歯 冠 が ほ ぼ 自 動 的 に 生
成 さ れ る 。 そ し て 、 必 要 な だ け 手 動 で 軽 微 な 補 正 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ
う に デ ジ タ ル 形 態 の の ３ 次 元 モ デ ル ２ が 提 供 さ れ 、 こ の ３ 次 元 モ デ ル ２ は 、 そ の
構 造 に 関 す る 限 り 、 製 造 す べ き 成 形 品 に 正 確 に 対 応 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 方 法 に お け る な 工 程 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ３ 次 元 モ デ
リ ン グ あ る い は Ｃ Ａ Ｄ 再 構 成 の 範 囲 内 で 、 ２ に オ フ セ ッ ト ２ ａ が 設 け ら れ 、 こ れ
は 、 お よ び ／ ま た は 咬 合 側 上 の 層 に 追 加 さ れ る 。 こ の オ フ セ ッ ト ２ ａ は 、 一 方 で は 製 造
す べ き 成 形 品 の 構 造 、 他 方 で は 材 料 の 種 類 に よ っ て 変 え て よ く 、 代 表 的 に は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ
か ら の 範 囲 内 に あ る 。 オ フ セ ッ ト は 、 部 分 的 あ る い は 完 全 に モ デ ル ２ を 覆 っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 鋳 型 の 製 造 は 、 例 示 し た 実 施 形 態 に 対 応 し て 、 完 全 に 自 動 的 に 行 わ れ る 。 こ こ で は 、 初
め に 、 Ｃ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル を 用 い 、 モ デ ル を 考 慮 し て 、 鋳 型 の 製 造 用 の Ｎ Ｃ プ ロ グ ラ ム
が 作 成 さ れ る 。 Ｃ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル は 、 中 空 空 間 １ １ を 形 成 す る た め に 、 自 動 的 に 型 区 分 を
生 成 し 、 適 切 な 加 工 プ ロ グ ラ ム を 生 成 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 鋳 型 の 製 造 は 、 図 ６ （ ａ ） ， ６ （ ｂ ） に 示 し て い る 。 鋳 型 の 製 造 の た め 、 ま ず 、 適 切 な
材 料 １ ３ か ら な る 第 １ 鋳 型 材 １ ２ が 、 材 料 除 去 機 械 の マ ウ ン ト ブ リ ッ ジ に 配 置 さ れ る 。 材
料 除 去 機 械 は 、 例 え ば ミ リ ン グ マ シ ン 、 回 転 、 穴 あ け 、 あ る い は 研 削 機 械 で あ る 。 そ し て
、 第 １ 鋳 型 材 １ ２ は 、 中 空 空 間 の 底 部 の 外 側 表 面 １ ４ を 形 成 す る た め に 、 適 切 な 工 具 ５ を
用 い た 材 料 除 去 に よ り 加 工 さ れ る 。 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 今 度 は 、 第 ２ 鋳 型 材 １ ５ が
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工 具 ５ を 用 い て 加 工 さ れ て 、 中 空 空 間 の 上 部 の 境 界 表 面 １ ７ が 製 造 さ れ る 。 鋳 型 の に
応 じ て 、 １ あ る い は ２ つ の 鋳 型 材 が こ の よ う に 加 工 さ れ 、 好 ま し く は 、 ５ 軸 加 工 さ れ て 、
最 終 的 に 組 み 合 わ さ っ た 状 態 に お い て 、 図 ４ に 示 す オ フ セ ッ ト の 形 状 に 対 応 す る 構 造 の 中
空 空 間 が 形 成 さ れ る 。 加 工 工 程 を 実 行 す る 間 、 同 時 に 、 後 の 鋳 型 を 加 工 す る た め の Ｎ Ｃ プ
ロ グ ラ ム が 作 成 さ れ て も よ い 。 こ の 加 工 は 、 適 切 な キ ャ ビ テ ィ お よ び 所 望 の 咬 合 側 を も つ
所 望 の 歯 冠 を 得 る た め に 必 要 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 鋳 型 材 １ ２ ， １ ５ の 加 工 に お い て 、 図 ７ に 示 す 適 切 な ２ １ を 形 成 す る こ と は 重 要
で あ る 。 ２ １ は 、 後 に 液 状 合 金 で 中 空 空 間 １ １ を 満 た す た め に 用 い ら れ る 。 鋳 型 あ
る い は 鋳 型 の 半 分 が 適 切 に 加 工 さ れ る と す ぐ に 、 こ れ ら は マ ウ ン ト ブ リ ッ ジ と と も に 取 り
出 さ れ 、 ２ つ の 鋳 型 材 に 関 す る 限 り に お い て 、 鋳 造 装 置 内 に お い て 組 み 立 て ら れ て 配 置 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て さ れ た 鋳 型 は 、 貴 金 属 合 金 あ る い は Ｃ ｏ － Ｃ ｒ － Ｍ ｏ 合 金 で 満 た さ
れ る 。 な 加 工 性 の 鋳 型 材 を 用 い た 結 果 、 こ れ ま で に 知 ら れ て い る 方 法 に 対 応 す る 鋳 造
前 の 予 備 加 熱 は も は や 必 要 で な く な る 。 鋳 造 品 が 十 分 に 硬 化 す る と す ぐ に 、 ２ つ の 半 型 １
２ ， １ ５ で 構 成 さ れ る 鋳 型 １ ０ は 、 ミ リ ン グ 機 械 （ 図 ７ ） の マ ウ ン ト ブ リ ッ ジ に 再 さ
れ る 。 正 確 な 再 に よ っ て 、 後 の 加 工

【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 材 料 除 去 工 具 ６ に よ り 、 鋳 造 物 ２ ０ の 最 終 的 な 加 工 が 施 さ れ る 。 最 終 加 工 に お い て 、 図
８ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 鋳 造 物 ２ ０ が 上 側 か ら 加 工 さ れ 、 寸 法 お よ び 構 造 的 に 所 望 の 歯 冠

に 対 応 す る 表 面 ２ ５ が 最 終 的 に 形 成 さ れ る 。 仕 上 げ お よ び 微 細 仕 上 げ の 加 工 サ イ
ク ル に お い て 、 最 小 の 材 料 除 去 に よ り オ フ セ ッ ト が 除 か れ て 、 正 確 な 寸 法 の キ ャ ビ テ ィ が
生 成 さ れ る 。 鋳 造 物 ２ ０ の 外 側 が 残 り の 鋳 型 材 料 １ ３ あ る い は １ ６ に よ っ て 支 持 さ れ る た
め 、 非 常 に 精 巧 な 鋳 造 物 が 加 工 さ れ る 。 こ の と き 、 加 工 に よ る ダ メ ー ジ を 受 け る こ と 、 特
に 破 壊 す る と い っ た こ と も な い 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 咬 合 側 の 最 終 加 工 の 前 に 、 再 度 キ ャ ビ テ ィ 側 が 例 え ば 適 切 な ミ リ ン グ ワ ッ ク ス あ る い は
樹 脂 か ら な る 材 料 ２ ２ に よ り 埋 め 込 ま れ て 、 支 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 図 １ ０ に
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示 す 最 終 加 工 工 程 の 間 、 成 形 品 は 安 全 に 搭 載 お よ び 支 持 さ れ る 。 こ の 工 程 に お い て 、 咬 合
側 は 、 最 終 的 に 所 望 の 歯 冠 構 造 に 相 当 す る 表 面 構 造 ２ ６ を も つ よ う に な る ま で 加 工 さ れ る
。
【 手 続 補 正 ２ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 加 工 工 程 の 結 果 、 加 工 さ れ た 鋳 造 物 ２ ０ は 機 械 か ら 除 か れ て 、 埋 め 込 み ワ ッ ク ス あ る い
は 樹 脂 か ら 。 鋳 造 物 ２ ０ は 、 熱 風 を 用 い た 熱 処 理 が 施 さ れ て も よ い 。 ま れ な ケ
ー ス で は 、 キ ャ ビ テ ィ の 内 側 を 再 加 工 す る た め に 、 歯 科 モ ー タ ハ ン ド ピ ー ス を 用 い た 最 終
的 な 軽 微 な が 必 要 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に し て 提 供 さ れ る 歯 冠 は 、 ブ ラ ス ト 装 置 に お い て ベ ニ ア 表 面 で の 内 側
お よ び 外 側 が 簡 潔 に ブ ラ ス ト 処 理 さ れ る 。 そ し て 、 歯 の 残 根 の 洗 浄 と と も に 、 汚 染 粒 子 等
を 適 切 に 除 去 し た 後 に 、 そ の が 配 置 さ れ て 、 最 終 的 な 処 置 が 実 行 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 し た 加 工 工 程 は 、 型 の 歯 科 鋳 造 方 法 と 比 べ て 、 歯 科 技 術 者 の を Ｃ Ａ Ｄ
／ Ｃ Ａ Ｍ ワ ー ク ス ス テ イ シ ョ ン と 、 Ｃ Ｎ Ｃ 制 御 の 好 ま し く は ５ 軸 の ミ リ ン グ 装 置 に 向 け て
い る 。 図 １ １ の 表 で 比 較 し て 示 す よ う に 、 の 大 半 は 避 け ら れ て い る 。 多 く
の 加 工 工 程 は Ｐ Ｃ あ る い は 機 械 に れ て お り 、 特 に 自 動 的 に 行 わ れ 得 る 。 対 照 的
に 、 残 っ て い る 仕 事 は 、 主 と し て 非 常 に 速 く 行 わ れ る も の だ け で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 鋳 型 材 料 は 、 フ ラ イ ス 削 り あ る い は 研 削 に よ る 加 工 性 が よ く 、 工 具 の 磨 耗 を
発 生 さ せ る こ と も な い 。 こ の た め 、 鋳 型 鋳 造 の 後 、 マ ウ ン ト ブ リ ッ ジ に お け る 鋳 造 物 の マ
ウ ン ト と し て 機 能 す る 。 利 点 と し て 、 仕 上 げ 加 工 の 間 に お い て 鋳 造 物 の 支 持 が な さ れ る 。
同 時 に 、 非 常 に 正 確 な 再 位 置 決 め が 可 能 と な る 。 こ れ ら の 利 点 に よ り 、 非 常 に 薄 い オ フ セ
ッ ト を 加 工 す る こ と で 済 み 、 高 価 な 貴 金 属 の 消 費 が 抑 制 さ れ る 。 対 照 的 に 、 Ｃ ｏ － Ｃ ｒ －
Ｍ ｏ 合 金 を 採 用 し た 場 合 に は 、 微 小 量 の 除 去 で 済 む こ と か ら 、 工 具 の 磨 耗 が 低 減 さ れ 、 そ
の よ う な 合 金 を 用 い た こ と に よ る コ ス ト を 相 殺 し た 製 造 が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ３ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 歯 科 鋳 造 物 の 型 の 製 造 方 法 と 、 本 発 明 の 製 造 方 法 の 各 工 程 の 一 覧 を 示 す 図
で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ １ 】
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